
(1) 昭和45年6月1日

村 の よ う す
(45. 5月1日現在）

世帯数 1,430戸
人口 7,399人

男 3,567人
女 3,832人

積 46.62属面
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や
さ
し
い
風
と
陽
光
は
あ
ま
ね
く

湧
い
て
来
る
雲
と
郷
愁

す
で
に
線
紫
は
色
濃
い
影
を
つ
く
る

麦
は
六
月
の
期
待
を
は
ら
み

悠
久
の
人
間
の
く
ら
し
が
あ
る

山
と
川
と

木

代

子

時
は
過
ぎ
る

交
る
涯
に

渉
々
と
広
が
る
視
界
に
は

下

旬

中

旬

上ニー

五六
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遠
く
山
と
空

す
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て
事
も
な
く
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六
月
の
行
事
予
定
表
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乳
児
健
康
相
談

地
籍
調
査
推
進
員
会

農
業
改
良
推
進
員
会
役
員
会

農
村
婦
人
講
座
開
講
式

地
籍
調
査
事
業
入
札

豚
日
脳
予
防
注
射

妊
婦
検
診

豚
日
脳
予
防
注
射

県
村
民
税
、
保
険
税
納
期
限

東
部
地
区
農
林
道
測
量

国
保
運
営
委
員
会

第
一
回
目
百
目
セ
キ
、
ジ
フ

テ
リ
ギ
、
破
傷
風
ワ
ク
接
種

月
例
監
査

四
辻
健
康
相
談

日
本
脳
炎
予
防
接
種

第
二
回
定
例
村
議
会

五
月
。
六
月
合
併

号



一
、
歌
会
始
の
お
題

・

「
家
」

‘

（
注
）
お
題
の
「
家
」
は

具
体
的
な
建
物
の
「
家
」

ば
か
り
で
な
く
、
抽
象

的
な
「
家
庭
」
を
題
材

；
と
し
て
も
結
構
で
す
。

ニ
＼こ
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

日
詠
進
歌
は
、
一
人
一
首

限
り
と
し
て
、
未
発
表

オ

の

歌

で

あ

る

こ

と

。

口
用
紙
は
、
半
紙
を
用
い

一

毛
筆
で
自
書
の
こ
と
。

ヽ
『カ

．

た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠

ま

進

す

る

場

合

は

、

用

紙

ご＇、ば

随
意
と
し
、
毛
筆
で

な
く
て
も
さ
し
つ
か
え

•
こ

あ
り
ま
せ
ん
。

t
 国

書
式
は
、
半
紙
を
横
に

報

．ふ
二
つ
折
り
に
し
て
右
半

面
に
住
所
、
氏
名
（
本

広

名

、

ふ

り

が

な

つ

き

）

、
生
年
月
日
及
び
瞼
業

,99
冷

書
く
こ
と
。

三
？
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進

歌
は
失
格
し
ま
す
。
＼

H
一
人
で
二
首
以
上
詠
進

し
た
場
合

口
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表

さ
れ
た
歌
と
同
一
又
は

著
し
く
類
似
し
た
歌
で

あ
る
場
合

包
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行

な
わ
れ
る
日
以
前
に
新

聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
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小
中
学
校
児
童
生
徒
数

（
四
五
、
五
、
一
現
在
）
r＼

り
発
表
し
た
場
合

四
代
筆
と
認
め
ら
れ
る
場

合
回
職
業
を
単
に
商
業
、
会

社

員

、

公

務

員

、

無

職
、
主
婦
等
と
だ
け
書

い
て
具
体
的
で
な
い
場

合
因
締
切
期
日
に
遅
れ
た
場

合
四
、
詠
進
の
期
間

本
年
九
月
一
日
か
ら
十

川

辺

小

一

年

一

四

男

七

女

七

二

年

―

―

―

男

写

女

七

三

年

五

男

七

女

八

四

年

一

八

男

九

女

八

五
年
一
九
男
一
0

女

九

六
年
―
1
0

男

三

女

八

計

矢

男

写

0

女

哭

玉
川
一
小

一
年
契
男
元
女
―
―
七

二
年
写
一
男
―
―
―
―
女
―
1
0

三
年
蛮
男
―
―
―
―
―
―
女
―
―
10

四
年
老
男
蓋
女
―
―
―
―
―

五
年
七
0

男
―
―
―
四
女
―
―
―
―
ハ

六

年

公

一

男

竺

女

空

計
―
―
―
八
九
男
―
101
―
―
女
一
八
六

須

釜

小

一
年
哭
男
―
―
写
女
―
―
―
―
―
―

二
年
巽
男
―
―
―
―
女
―
-
B

三
年
発
男
―
―
―
―
―
―
女
―
―
―
〈

四
年
六
0

男
―
―
―
―
〈
―
―
四

五
年
芸
一
男
―
―
―
―
―
女

g
o

六
年
究
男
―
―
―
―
女
―
―
―
八

計
―
―
醤
男
石
九
女
一
八
写

四
辻
分
校

一
年
写
男
―
―
―
女
―
―

二

年

九

男

六

女

―

―

―

三

年

八

男

―

―

女

六

四

年

八

男

―

―

―

女

写

五

年

八

男

―

―

―

女

六

六

年

ご

男

―

―

―

女

写

計
呉
男
―
―
九
女
―
―
七

合

計

'‘

一
年
―
―
―
―
―
―
―
男
西
女
究

二

年

―

-

＾

男

寇

女

蓋

三

年

一

璧

男

七

写

女

さ

四

年

一

塁

男

会

女

七

〇

五
年
一
七
0

男
圭
女
九
一

六
年
一
入
八
男
突
女
在
一

計

九

0
七
男
巽
一
女
器
六

泉

中

，

一

年

在

一

男

器

女

哭

ー
昭
和
四
十
六
年

歌
会
始
の
お
題

ー
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
ー

クク蒜コにクク岩
法
寺 生

農
業
、
生
活
改
良
推
進

員
に
次
の
方
々
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

農
政
発
展
の

た
め
活
躍
を
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

部
落
名

11

辺

,'/ 
クク

氏

名

小

針

政

蔵

磯

目

幸

三

郎

大

和

田

重

功

矢

部

白

美

小

針

政

治

真

弓

正

光

高

林

浅

吉

小

針

不

二

夫

高

林

浅

勝

野

重

双

里

シ

ゲ

子

清

仁

井

田

ト

キ

子
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国
を
さ
さ
え
る

若

い

カ

一

l
 

）
陸
、
海
、
空

自
衛
官
募
集
[

〗
一
、
応
募
資
格
満
十
八
才
以
上
二
五
才
未
満
の
〗

-

日

本

国

籍
を
有
す
る
者

〗
二
、
学
歴
中
学
卒
業
程
度

〗
三
、
試
験
科
目
中
学
卒
業
程
度
筆
記
試
験
（
国
[

一

語

（

作

交
を
含
む
）
数
学
、
社
会
）
身
体
検
一

[

査
‘
適
性
検
査
及
び
口
述
試
験
と
す
る
。
一

叩
志
望
さ

れ
る

方
は
役
場
へ
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。
〗

H
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村

越

農
業
、
生
活
改
良

推
進
員
き
ま
る 覆

奏
女
―
―
八
四

t
 

苦
口

男
圭
女
九
＿
―
―

男

夫

女

者

男

空

女

―

-
g

男
―
―
突
女
―
―
入
四

ク川

辺

ククク吉クク山
小
屋

ん四ク

辻

登
0

合
年
一
七
3

二
年
1

宝

三
年
―
-
O
H

計
翌
。

計

クク北
須
釜

ク /,/ /,/ // // ク幸竜ククク南
須
釜

ク

綺

吉

田

良

知

仁

井

田

保

雄

小

林

光

好

鈴

木

忠

雄

仁

井

田

正

好

増

子

忠

義

小

原

金

久

小

貫

正

弘

塩

沢

富

次

夫

大

木

吉

利

大

越

吉

男

宗

形

孝

重

大

木

哲

関

根

正

草

野

昭

夫

石

井

吉

松

鈴

木

茂

夫

塩

沢

政

吉

大

和

田

勝

利

矢

部

茂

政

矢

吹

忠

吉

石

森

栄

吉

石

森

藤

男

塩

田

好

一

渡

辺

利

秋

泉
保
育
所

長

伏

田

泉

保

育

所

内

山

敏

企

画

室

統
計
係
長
小
山
田
正
高
（
企
画
室
企
画
係
長
）

農
政
係
長
斎
藤
泰
―
―
-
（
事
業
課
事
業
係
長
）

地
籍
調
査
係
長
小
林
弘
（
事
業
課
地
籍
調
査
係
）

企
画
係
長
角
田
文
弥
（
農
業
委
員
会
農
地
主
事
）

草
野
亀
雄
（
事
業
課
）

関
根
英
夫
（
須
釜
支
所
）

住

民

課

｀

福
祉
係
長
真
野
目
喜
正
（
住
民
課
社
会
係
）

衛

生

係

長

小

針

六

郎

（

事
業
課
農
政
係
）

国
民
年
金
係
長
森
清
重
（
住
民
課
国
民
年
金
係
）

小

林

幸

一

（

総
務
課
）

総

務

課

固
定
資
産
係
長
―
―
―
吉
隆
之
（
総
務
課
税
務
係
）

滞

井
幸
子
（
教
育
委
員
会
）

小
針
幸
男
（
事
業
課
）

教
育
委
員
会

庶

務

係

長

白

旗

幹

須

釜

支

所

農

跨

委
員
会

ク泉教総企クク 事

保
育

委務画
育員

所 会 課 室

塩
沢
忠
雄
（
総
務
課
）

真
弓
好
司
（
企
画
室
）

大

竹

フ

ミ

ヨ

真

弓

良

子

関

根

富

世

首

藤

米

子

首

藤

ト

ク

ニ

大

竹

タ

ッ

ミ

三

吉

キ

ワ

小

林

キ

セ

小

原

カ

ネ

ョ

飯

島

ス

イ

小

山

田

ョ

シ

八

木

美

佐

子

高

原

和

子

草

野

ヤ

ス

子

近

内

京

子

森

久

代

真
野
目
キ
ナ
ヨ

溝

井

サ

タ

ヨ

-IAI―-園]一圏―-闘]

章

（
住
民
課
福
祉
係
長
）

子
（
須
釜
児
童
館
）

雄
（
教
育
委
員
会
庶
務
係）

総

退

職
務

課

藁

谷

美

登

利

新

採

用

業

課

車

田

保
小

針

秀

夫

円

谷

善

之

高

林

重

和

車

田

光

雄

溝

井

宏

子

塩
沢
千
枝
子

仁
井
田
ッ
ャ
子

五
月
一
日
付
に
て
庁
内
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

（
）
内
は
、
旧
任

丙蒜4ヽ
 

ク中岩
法
寺

竜

崎

ク南
須
釜 高生

ククク北
須
釜

ク吉ク山
小
屋

四

辻
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本
来
農
薬
は
、
病
害
虫

な
ど
に
対
す
る
作
用
が
強

く
、
か
つ
、
人
畜
に
対
す

る
毒
性
は
全
く
な
い
も
の

を
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
だ

が
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

多
く
の
農
薬
は
、
人
畜
に

対
し
て
も
多
か
れ
少
な
か

れ
、
毒
性
を
持
ち
、
そ
の

毒
性
の
強
さ
に
応
じ
て
、

毒
物
お
よ
び
劇
物
取
締
法

に
よ
っ
て
、
毒
物
ま
た
は

劇
物
に
指
定
規
制
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。

農
薬
中
毒
の
主
な
原
因

①
散
布
中
、
散
布
者
本
人

の
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
多
く
、
散
布
剤
を
う

す
め
る
と
き
に
素
手
で

作
業
し
た
り
、
散
布
中

火の守りも新たに
消防団春季検閲終了

途
で
喫
煙
し
た
り
、
ま

た
散
布
の
あ
と
農
薬
の

つ
い
た
手
を
十
分
に
洗

め
ず
に
食
事
を
し
た
人

達
が
も
っ
と
も
多
い
。

②
不
健
康
な
状
態
で
散
布

に
従
事
し
中
毒
し
た
人

も
多
い
。
病
後
の
人
、

妊
婦
、
睡
眠
不
足
の
人

生
理
時
の
婦
人
な
ど
は

要
注
意
。

③
丸
首
ジ
ャ
ツ
や
素
手
、

素
足
で
散
布
作
業
に
従

事
し
た
り
、
本
人
の
服

装
が
悪
か
っ
た
た
め
中

毒
を
起
す
例
が
多
い
。

④
そ
の
他
農
薬
に
対
す
る

知
識
が
中
途
半
端
で
そ

の
取
扱
い
を
粗
雑
に
し

た
人
達
に
も
事
故
が
多

、0
し

農
薬
散
布
の
注
意
亭
項

①
ま
ず
農
薬
散
布
に
あ
た

っ
て
は
必
ず
ゴ
ム
手
袋

マ
ス

ク
な
ど
を
し
、
服

装
を
整
え
、
農
薬
の
取

扱
い
は
慎
重
に
行
な
い

不
健
康
な
人
、
著
し
く

疲
労
し
て
い
る
人
な
ど

は
、
散
布
作
業
に
従
事

し
な
い
こ
と
。

②
散
布
作
業
は
、
朝
夕
涼

し
い
時
間
を
選
び
、
ニ

！
三
時
間
で
交
替
す
る

こ
と
。

③
作
業
後
は
、
手
足
は
も

ち
ろ
ん
、
全
身
を
石
け

ん
で
よ
く
洗
い
、
衣
服

は
毎
日
取
り
替
え
る
こ

と。慣
例
の
消
防
団
春
季
検

閲
は
、
五
月
三
日
午
前
九

時
三

0
分
よ
り
泉
中
学
校

々
庭
に
お
い
て
、
須
田
団

長
統
率
の
も
と
来
賓
多
数

を
迎
い
実
施
さ
れ
、
一
致

団
結
、
火
の
守
り
を
ち
か

い
あ
い
終
了
し
た
。
席
上

次
の
方
々
に
団
長
よ
り
感

謝
状
、
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

感

＂謝

状

＇へ

退
職
分
団
長

宗

形

信

重

石

森

藤

重

矢

部

義

一

大

和

田

正

四山吉ク北ク南 竜岩中ク小蒜ク
小 須 須法

辻屋 釜釜崎寺

貯
増
強
特
別
運
動
月
間
で
す

蓄ま
f
――-―

n
 

月六 ④
作
業
後
、
酒
を
飲
ん
だ

り
夜
ふ
か
し
を
し
な
い

こ
と
。

⑤
気
分
が
少
し
で
も
悪
く

な
っ
た
ら
医
師
の
診
断

を
受
け
る
こ
と
。

農
薬
中
毒
の
応
急
措
置

万
一
農
薬
に
よ
っ
て
中

毒
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

ま
ず
す
み
や
か
に
医
師
に

診
察
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
医
師
に
連
絡
す
る
場

合
に
は
、
中
毒
し
た
人
の

年
令
、
ど
う
い
う
農
薬
を

飲
ん
だ
の
か
、
吸
入
し
た

の
か
、
眼
に
入
っ
た
の
か

と
い
う
よ
う
な
こ
と
や
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
や
、
ど

の
よ
う
な
症
状
な
の
か
を

は
っ
き
り
知
ら
せ
る
こ
と

が
大
切
。
医
師
が
く
る
ま

で
の
応
急
措
置
と
し
て
は

▽
口

か
ら
の
中
毒
の
場
合

直
ち
に
胃
を
洗
う
。
コ
ッ

プ
ニ
？
三
杯
の
水
を
飲
ま

せ
て
指
か
サ
ジ
の
柄
で
ノ

ド
の
奥
を
お
し
て
吐
か
せ

る
（
五
才
以
下
の
子
供
で

は
水
一
ー
ニ
杯
く
ら
い
）

吐
い
た
液
が
き
れ
い
に
な

り
、
薬
の
臭
い
が
と
れ
る

ま
で
く
り
返
す
。
た
だ
し

患
者
が
意
識
不
明
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
無
理
に

0
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
収
入
は
ひ
と
ま
ず
貯

蓄
し
ま
し
ょ
う
。

0
上
が
る
物
価
を
貯
蓄
で
抑
え
ま
し
ょ
う
。

〇
貯
蓄
で
あ
か
る
い
明
日
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

〇
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ソ
は
貯
蓄
で
ス
タ

ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。
（
福
島
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
）

葵
婆
‘
慧
、

1
袷
婆

,

1
ー‘‘‘、
1

曲

山

丘

吉

田

喜

久

雄

小

針

石

男

三
輸

健

根

本

武

勇

曲

山

文

雄

塩

沢

一

郎

有

賀

一

溝

井

正

秋

-

一

般

協

力

者

鈴

木

重

男

火

の

見

建

設

土

地

提

供

小

針

武

蒜

生

佐

藤

亨

村

越

義

臣

貯

水

池

建

設

土

地

提

共

橋

本

義

明

南

須

釜

近

内

重

雄

小

山

田

義

美

ク

八

木

喜

治

相

楽

伝

蔵

ク

吉

村

康

徳

鈴

木

利

一

北

須

釜

塩

沢

金

一

草

野

安

治

ク

塩

沢

政

与

須

釜

泰

治

表

彰

状

石

森

金

治

防

火

優

良

家

庭

石

井

錦

四

郎

川

辺

小

針

善

治

高生

水
を
飲
ま
せ
な
い
こ
と
。

▽
皮
膚
か
ら
の
中
毒
の
場

合
1
1
着
衣
を
脱
が
せ
、
皮

膚
を
水
ま
た
は
石
け
ん
で

よ
く
洗
う
。
と
く
に
パ
ラ

チ
オ
ソ
ゃ

E
P
N
の
よ
う

た
農
薬
は
ア
ル
カ
リ
に
あ

う
と
分
解
し
や
す
い
の
で

石
け
ん
を
使
う
ほ
う
が
よ

い
。
重
症
患
者
で
人
工
呼

吸
が
必
要
な
場
合
は
、
人

工
呼
吸
を
先
に
し
て
皮
膚

洗
浄
な
ど
は
後
ま
わ
し
で

よ
い
。

▽
吸
入
に
よ
る
中
毒
1
1
静

に
空
気
の
き
れ
い
な
日
陰

に
運
び
衣
服
を
ゆ
る
め
て

呼
吸
を
楽
に
さ
せ
る
。
な

る
べ
く
歩
か
せ
な
い
よ
う

に
す
る
。

▽
皮
膚
の
障
害
1
1
皮
膚
炎

が
お
き
た
ら
、
軽
症
の
場

合
は
水
で
よ
く
洗
い
、
オ

リ
ー
ブ
油
な
ど
の
植
物
性

油
ま
た
は
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ソ

剤
軟
膏
を
塗
る
。
重
症
の

場
合
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ

ソ
軟
膏
を
塗
る
と
よ
い
。

▽
眼
の
障
害
1
1
眼
が
か
ゆ

か
っ
た
り
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
と

と
き
は
、
早
い
う
ち
に
水

道
の
蛇
口
を
利
用
す
る
な

ど
流
水
で
よ
く
洗
う
。
濃

厚
液
が
飛
散
し
て
入
っ
た

と
き
に
は
直
ち
に
五
分
間

以
上
流
水
で
よ
く
洗
う
。

以
上
の
応
急
措
置
の
ほ

か
に
中
毒
患
者
は
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
安
静
を

保
た
せ
る
こ
と
が
必
要
。

医
師
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て

い
く
場
合
に
も
、
患
者
の

体
力
を
消
耗
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
タ
ソ
カ
な
ど
に
乗

せ
て
運
ぶ
こ
と
。
ま
た
息

者
が
意
識
不
明
の
場
合
は

吐
物
を
気
管
か
ら
吸
入
し

て
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
る
の
で
患
者
を
う
つ
ぶ

せ
に
寝
か
せ
、
顔
を
横
に

向
け
て
、
口
を
あ
け
舌
を

出
す
よ
う
に
し
、
嘔
吐
後

は
口
内
を
よ
く
ふ
い
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

医
師
が
く
る
ま
で
に
、

呼
吸
が
浅
く
数
が
少
な
く

不
現
則
に
な
っ
た
ら
、
人

工
呼
吸
を
行
な
う
必
要
が

あ
る
。
人
工
呼
吸
の
や
り

方
は
、
ど
の
方
法
で
も
よ

玉
川
村
交
通
対
策
協
議

会
に
お
い
て
四
五
年
度
事

業
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
皆
ん
な
で
交
通
安
全

運
動
に
参
加
し
、
村
内
よ

り
交
通
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

一
、
基
本
計
画

交
通
事
故
の
発
生
は
、

年
々
記
録
を
更
新
し
、
悲

惨
に
し
て
且
つ
き
び
し
い

交
通
事
情
に
あ
る
現
況
で

あ
り
、
本
協
議
会
は
、
関

係
機
関
及
び
交
通
安
全
協

会
、
村
内
各
種
団
体
の
協

カ
の
も
と
、
正
し
い
歩
き

方
の
指
導
、
安
全
運
転
の

履
行
、
安
全
施
設
の
整
備

等
に
努
め
、
交
通
事
故
の

絶
減
を
は
か
る
た
め
、
次

の
計
画
を
推
進
す
る
。

い
が
、
あ
き
ら
め
ず
し
ん

ば
う
強
く
、
自
然
に
呼
吸

が
起
こ
る
ま
で
一
時
間
で

も
二
時
間
で
も
続
け
る
こ

と
。
人
工
呼
吸
の
回
数
は

早
す
ざ
な
い
こ
と
（
一
分

間
に
十
二
！
十
三
回
位
）

農
薬
の
散
布
が
粉
剤
で

あ
る
と
、
液
剤
で
あ
る
と

を
問
わ
ず
不
注
意
に
散
布

し
た
場
合
は
、
相
当
量
が

少
し
ず
つ
体
内
に
入
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

散
布
時
の
風
向
き
な
ど
を

重
視
す
る
の
は
、
こ
の
点

か
ら
み
て
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。

二
、
実
施
計
画

H
各
種
交
通
安
全
運
動
、

事
故
防
止
運
動
の
実
施

口
交
通
安
全
運
動
普
及
の

た
め
広
報
活
動
の
実
施

国
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
の

徹
底

四
児
童
、
生
徒
に
対
し
学

校
と
協
力
、
交
通
安
全

教
室
の
開
催

国
教
育
委
員
会
、
公
民
館

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
各
種

学
級
に
交
通
安
全
教
室

の
開
催

因
運
転
者
に
対
し
、
飲
酒

運
転
の
防
止
を
は
か
る

と
と
も
に
法
令
講
習
会

等
の
開
催

囮
交
通
事
故
に
対
す
る
相

談
‘

的
交
通
安
全
施
設
の
整
備

紺
そ
の
他
必
要
な
事
項

45
年
度
交
通
対
策
協
議
会

事
業
計
画
さ
ま
る



昭和 45年 6月 1日 広 報 た ま か わ 第 54号 CA) 

~11111111 ,, 1111● 111111111111 ,111111111111,lllllllllllllllla.fflllllffllll'lll国 111111・

lに鉄り前一思き雨と赤
：煙塔て走片は初あゞさ
自はが雨るのぬむがに穂lた 処とバ雲位薄る降の

二
だ々変ス山置陽紅り縛

: ず にれの間にと葉そ重

I 
： 立り後を紅なのそた

ち に葡葉れ山ぎく
： な つふのばを をゆ
目 ら き山登りれlびま がるも

明 J.-- -あバせ
目け ふ ら スて

i誓;t ; ! 
目 街 なてやし

｝ 
am1111111■ 1111■ llllllll 11111111111111111111111111111111111111111 Ill 11111111--IIH II 

裏

磐

梯

溝

井

郎

為
部

落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

川

辺

曲

山

知

宏

勇

孫

小

高

石

井

春

男

金

ク

ク

小

針

佳

子

幸幸

ク

中

鈴

木

正

勅

源

ク

ク

大

内

直

美

清

長

岩

法

寺

佐

久

間

正

豊

二

ク

石

森

美

智

子

貞

孫

竜

綺

小

林

正

喜

正

ク

ク

渋

谷

健

義

長

ク

瀬

谷

き

よ

子

＇邦

二

南

須

釜

飯

島

春

美

武

孫

北

須

釜

鈴

木

ヒ

ロ

子

政

ク

ク

榊

枝

勝

彦

栄

ク

吉

大

和

田

勝

幸

ナ

ク

ツ広次 重 三之明夫吉 明 治 助 吾

女男 男女 柄

根

栖

小
高
老
人
ク
ラ
ブ
一
同

ど
」
に
気
を
つ
け
る
と
共

に
「
火
の
用
心
」
に
も
く
れ

ぐ
れ
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

私
達
老
人
ク
ラ
ブ
員
は

微
力
で
あ
り
ま
す
が
環
境

衛
生
の
向
上
の
た
め
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
皆
さ
ん
も
き
れ
い
な

村
づ
く
り
に
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
n
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一
村
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
一
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「
健
康
で
明
る
い
社
会
」
．

め
た
ご
み
を
川
に
捨
て
る
黒
い
煙
が
出
て
洗
た
＜
物

人

と
云
う
言
葉
を
時
折
り
耳
が
い
ま
す
。
ナ
イ
ロ
ン
、
特
に
白
い
物
に
黒
い
ス

に
い
た
し
ま
す
が
き
た
な
ビ
ニ
ー
少
類
は
田
圃
や
、
ス
が
つ
き
ま
す
か
ら
貯
め

い
と
こ
ろ
か
ら
は
健
康
は
畑
等
に
入
っ
て
も
、
く
さ
ず
に
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
、

生
れ
て
こ
な
い
と
思
い
ま
ら
ず
農
家
の
方
々
は
大
変
燃
や
し
ま
し
ょ
う
。

す

。

我

々

の

若

い

頃

と

は

困

っ

て

お

り

ま

す

。

注

意

。

ビ

ニ

ー

ル

、

ナ

違
い
、
最
近
何
を
買
っ
て
そ
こ
で
我
々
年
寄
達
で
イ
ロ
ソ
類
は
火
に
弱
い
た

も
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ー
少
し
で
も
環
境
衛
生
に
協
め
、
ベ
ッ
ト
リ
ね
ば
る
事

ル
袋
に
入
っ
た
物
が
た
く
力
出
来
る
も
の
な
ら
と
、
が
あ
り
ま
す
か
ら
「
や
け

.＿-＝＝ 
______ -mm-＿_-＝-＝ 1

1
1
1
1
1
1
1
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さ
ん
出
ま
わ
っ
て
お
り
ま
皆
ん
な
で
話
し
合
い
、
ビ
，

春

愁

関

泉

一

す
。
袋
に
物
が
入
っ
て
い
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ
ソ
類
を
一

る
う
ち
は
袋
も
大
変
き
れ
処
理
す
る
事
に
な
り
各
自
[

い
で
す
が
い
っ
た
ん
、
そ
が
早
速
実
行
し
て
お
り
ま
一
草
崩
ゆ
る
野
の
眩
し
さ
に
憩
ひ
を
り

皿

庭

石

の

古

り

て

春

蘭

咲

き

初

む

る

の
へ
ん
に
捨
て
れ
ば
き
た
す
。
処
理
方
法
は
か
ん
た
呻111

春

の

灯

の

子

の

表

札

と

並

び

け

り

な
く
て
、
こ
れ
程
困
る
も
ん
。
「
か
ん
た
ん
な
事
っ
一

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
て
な
か
な
か
出
来
な
い
も
皿

皿
春
悲
や
こ
こ
ろ
の
す
さ
を
見
ら
れ
を
り

に
行
っ
て
も
、
ビ
ニ
ー
ル
の
で
す
」
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
ー111

日

脚

伸

ぶ

す

こ

し

犬

小

屋

移

し

け

り

[

ナ
イ
ロ
ン
類
の
散
ら
ば
っ
イ
ロ
ソ
類
は
そ
の
都
度
紙
〗

．

皿
初
蝶
や
と
と
の
ふ
花
圃
に
日
の
満
ち
て

111

て
い
る
の
に
は
お
ど
ろ
き
袋
か
、
又
は
ボ
ー
ル
箱
に

ま

す

。

入

れ

て

お

き

あ

ま

り

た

ま

一

春

か

す

み

む

ら

さ

き

ほ

の

と

小

鳥

鉗

つ

一

こ

れ

も

時

々

見

か

け

る

ら

な

い

う

ち

に

、

ご

み

と

皿

風

光

り

岳

に

落

ち

ゅ

＜

鷹

見

を

り

事
で
す
が
自
分
の
家
の
ま
一
諸
に
「
か
ま
ど
」
或
は

J
-
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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わ
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し
「
風
呂
」
で
燃
や
す
の
が

4
3
睾
T

生
十
お
め
二
で
と
う

た

ま

で

は

大

変

結

楠

な

事

一

番

で

す

。

た

く

さ

ん

貯

ご

ざ

い

ま

す

（
四
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

で
す
が
そ
の
、
か
き
あ
っ
め
て
、
一
度
に
燃
や
す
と

第
四
子
か
ら
出
産
手
当

三

‘
0
0
0円
支
給

部

落
小

高

北
須
釜

クク南
須
釜

吉
小
高
の
丘
に
悠
然
と
そ

び
え
る
玉
川
第
一
小
学
校

は
、
学
校
標
境
と
し
て
す

ば
ら
し
い
位
置
に
あ
る

が
、
移
転
早
々
で
、
そ
の

整
備
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
去
る
五
月
千
五
日

委
員
会
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。
委
員
は
、
村
当
局

地
教
委
、
学
識
経
験
者
、

学
校
側
の
代
表
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
企
画
部

会
、
実
行
部
会
、土
事
務
局

に
よ
っ
て
組
識
さ
れ
て
い

福
島
県
は
健
康
な
子
を

生
み
育
て
る
こ
と
を
奨
励

す
る
た
め
、
第
四
子
以
上

の
子
を
出
産
し
た
者
に
対

し
、
出
産
手
当
を
支
給
し

出
生
児
の
福
祉
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
四
十
五
年
四
月

一
日

ま
す
。

活
動
の
重
点
は
、
美
的

情
操
的
面
を
重
視
し
た
環

境
緑
化
と
体
育
遊
具
等
の

設
備
を
整
え
、
玉
川
の
子

の
心
身
の
健
全
な
成
長
を

は
か
る
に
ふ
さ
わ
し
い
姿

に
し
た
い
と
こ
ろ
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
活
動
は

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
、
は
じ
め
て
達
成

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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逝
有 八 榊 草 塩 矢 去

枝
賀 木 野沢吹亡

死 お
I-ヨ者,,母

モ貞ネ好一 亀 氏へみL
名四

卜治子正夫治
分
月申

藤主金主忠主
世のし

太 帯 死上

郎作一
主亡
名届

章
げ

戸

妻喜妻美長嘉廷か ま
治好雄翫ら
ののの

ッす
父 父男父柄 -

か
ら
一
児
に
つ
き
三
、

0

0
0円
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
手
当
は

第
四
子
以
上
の
子
を
出
産

し
た
者
で
、
出
産
時
に
お

い
て
現
に
生
存
す
る
三
人

以
上
の
子
を
生
ん
だ
こ
と

及
び
出
産
日
ま
で
引
き
続

闘
委
員
会
発
足

玉

川

第

一

小

学

枝

に

役

場四

月

6
日

文

教

厚

生

委

員

会

9
日

交

通

対

策

協

議

会

10
日

米

の

生

産

調

整

協

議
会

15
日

消

防

団

幹

部

会

16
日

区

長

会

17
日

村

議

会

全

員

協

議

会

20
日

農

業

委

員

会

30
日

春

の

大

掃

除

五

月

3
日

消

防

団

春

季

検

閲

8
日

日

赤

募

金

配

分

会

議

11
日

経

済

土

木

委

員

会

12
日

農

業

、

生

活

改

良

推
進
員
辞
令
交
付

式

15
日

村

議

会

全

員

協

議

会

20
日

農

業

委

員

会

25
日

月

例

監

査

教
育
委
員
会

公

民

館

四

月

農
繁
期
に
な
り
ま
す
と

家
を
留
守
に
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
を

ね
ら
っ
て
い
る
の
が
、
空

巣
と
火
災
で
す
。
ど
ち
ら

も
不
断
の
注
意
に
よ
り
防

止
出
来
る
も
の
で
、
仕
事

に
出
る
と
き
、
一
家
を
留
守

に
す
る
と
き
は
必
ず
火
の

元
、
カ
ギ
を
た
し
か
め
、

事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

農
繁
期
で
す

火
災
と
空
巣
に
注
意

28 20 1413 
日日日日

青
年
学
級

公
民
館
訪
問

27 14 
日日

1
日

4
日

10
日

先
月
の
日
誌
よ
り
四
月
五
月

公
民
館
結
婚
式

小
中
学
校
入
学
式

転
入
教
職
員
歓
迎

会体
育
指
導
員
会

教
育
委
員
会

校
長
会

五

月

あ
‘
‘
つ
ま
号
巡
回

き
三
ヶ
月
以
上
県
の
区
域
に
町
村
役
場
を
経
由
し
て

に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
県
に
申
請
す
る
こ
と
に
な

り
、
出
生
後
十
四
日
以
内
っ
て
お
り
ま
す
。




